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談 話 室

中 国 にお け る低温 研 究

理学部 伊 達 宗 行(豊 中4155)

読者 の中には失礼 なが ら,「 中国 には液体ヘ リウムがあるのかな。」との疑 問を もってお られる方 もか

な り多 いのではなかろ うか。近 くて遠い この国 も最近 とみにその素顔 を現わ し始 めているが,わ れわれ

低温研究者 にとって 中国の極低温研究の現状 を知 る事は今後の国際交流 の為に も大いに意義 があろうと

思ってベンを取 る次第で ある。

さてSeeingisbeユiv・uing,で あ る。 まずは写真

を見ていただ く。 これは北京の中国科学院物理研究所の液化

室にあるいわゆ るカピッッァマシンと呼 ばれ る型 のヘ リウム

液化機で ある。本年の2月22日,学 術振興会のアレンジに

よる第一回 日中学術交流物理班(久 保亮五団長他5名)に 同

行 するチャンスを得た筆者 が上 記研究所 を訪問 した際に写 し

た ものである。

中国では1965年 頃 か らヘ リウム液化機 の自作に取組 んだ

との事である。北京,南 京,上 海の各地で得た情報 を綜合す

ると,上 記研究所 では自作,他 は東北の藩陽(旧 奉 天)あ る

いは錦 州で作った よ うで,デ ザインを見 ると明かにソ連 の液

化機 をプロ トタイプとしてい ることがわか る。 ちなみに上 記

物理研 はい ろいろな意味で モスクワの物理問題研究所(所 謂

カピッツア研)と 似ている。 た とえばマ シンショップが極 めてす ぐれてお り,液 化機 ぐらいは自作す る

し,と もに物性研究 中心 の研究所 であり,ま た,は じめは同居 していた理論 グループがやがて別れて独

立 の研究所(ソ 連の ランダウ研,中 国の理 論物理研)を 作った所 も符合す る。

ところで 日本の メー カーがヘ リウム液化機 を作 り出 したのが1960～1965年 で あることを思い出す

と,ほ ぼ同 じ頃 に中国の低温研究 も動 き出 していた事がわか る。は じめは54/h,そ して今は30～

404/hの マ シンになった,と い うの も面白い。米国製で言えばAD:LとOT工 一1400と にそれぞ

れ対応す る。澄そ ら くモスクワの旧型,つ いで新型の液化機 がお手本になってい るのではないか と思 わ

れる。他の装置,建 物 の感 じなどにもソ連式 の ものが見 られ,や は り建国の1949年 か ら15～16年 間 に

澄け るソ連 の影響 が大 きか ったのだろ うと推測 され る。 しか しやがて 自力更生の キャンペーン、 そして

文化大革命がや って きた。 「われわれは文 革で15～16年 お くれを取 った。」と言 う人達が多い。54/h

の蔽化機はまと もに運転 されず,サ ビが上ってしまった。今彼等は世 界の大勢に合 わせ404!伍 の マ シ

ンを完成(北 京)し,あ るいは建設 中(南 京,上 海)で,一 部ではBOCマ シンを輸入 している(上 海)。

ヘ リウムガスは中国産 で,天 然 ガスか らの分離 で得てお り,実 験室 では日本 と同 じ くガスの回収 を行 っ
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ている。液体窒素はすべて 自作である。それでは中国 に澄ける極低温研究 の中心 は何なのか。 それが面

白い ことに第一が ジョセフソン素子 であ り,そ して超伝導線材(主 としてNわ 一Ti系)で ある。前者は北

京,南 京,上 海 を問わずいずれ もトップに出て くる。後者 は北京だけではあったが11テ ス ラの全 自作超

伝導マグネッ トが動 いていた。最 もす ぐれた指導者 と見 られる趙忠賢教授 は高いHc2を もつシエブレル

相の研究 を行 っていた。'また南京大学 では3He-4He冷 凍機 を自作中で あった。

こ う書いて くると,中 国の低温研究 はすでに一流のよ うな感 じがするか もしれない。そ してそれは一

般 に言 われているような,中 国は先進国に くらべ,20年 はお くれているとの説にひ どく矛盾 しているよ

うに思 われ ることであろ う。

実体はつ ぎの ように表わすのがよいと思 う。 中国科学 院は,大 幅な科 学のお くれを取 りもどす のに落

下傘方式,あ るいは降下部隊方式 とも言 うべ き手 を打 ってい ると見 られる。つま り一歩一歩基礎か ら,

そ して学問の歴史通 りに進 むの ではな くて,現 在 の最先端に集中的に降下部隊 をおろし,と りあえず世

界の一流所 と対応 出来 るよ うにする と同時に二正面作戦 を取 る。つま り更に最先 端の研究 を進 める一方

で,基 礎的古典的研究教育 に もどって くる,こ のような方式 を取っている ようであ る。その典型的例は

磁気の研究 に見 られた。極 端に言えば,中 国の磁気研究 とはバブル磁区の研究で ある。それ も物理教 室

に澄いて,で ある。皿agnetislnが 無 くてmagnetiGsの み,し か もその最先端 のみ,で ある。高

所恐怖症でな くて も目がクラクラす る。大げ さに言 えば中国の磁性にはスピンハ ミル トニアンが無い。

しか しである。 この降下部隊方式は,実 は最 もか しこいや り方ではないか,と 言 う気が して きた。早

い話,本 多光太郎が磁気研究 をは じめた ときも,欧 米 では,本 多は最先端ばか りやって,と 言 っていた

のではなか ろうか。 中国にとってはバブル磁区 の実用に近づけば世界に大 きな顔が出来 るし,ま た,磁

区の本質 を少 し堀下げればす ぐ磁気異方性,フ ェリ磁性 など ミク ロな磁気の勉強に向わざるを得ない。

だか らその時にお くれを取 りもどすべ く,駅 下 に向 って"勉 強 して行けば よい。 こ う考えているのでは

ないだろ うか。実用 優先 とい う社会的要請 もあろ う。 そ こで話を低温物理 にもどしてみょ う。断熱消磁,

そ んな古い事はやってるひまがない。 『Heク ライオ スタットもい らない。比熱,因M:R,ES:Rな ど も

お あずけである。 ドハースやフ ェル ミ面の研究 も地 床す ぎる。超伝導 電磁石 は作らねばな らない。そ し

てなん といって もジョセフソン素子。 これを突破 口として行こ う。ざう とこんな考えでい るように見 ら

れ た。

文革 は,現 時点 で25～40才 の人材 を欠 く,と い う結果 をもた らしたbし たがって今 中国 を引張 って行

こうとしているのは涙 ぐま しき老年組 である。 しか しその気迫が20才 の青年 を励ま した らどうな るか。

へ たに頭がつか えていない,と い うメリットが一一気 に個性 ある若手研究者 を台頭 させるのではなかろ う

か。 日本ばか りではな く,世 界的に物性研究 はシラクている,と 言 う人 もいる。そ して受験戦争 につか

れた若者 もまたシラケて迫力 がない とも言 う。学 問のポイン トは,あ ま り物 を知 らずにやる事だ,と 言

う人 もいる。そ うだ とすれば高度な情報化社会 にぬ くぬ くと住 んでい る日本の若者をあっと言 うまに抜

き去 って,鋭 角的な中国科学者集団が突出 して くると言 う局 面 もあるのではないか とい う気が した。今,

彼 の国の若者は質素な綿λれ の服 を着,零 下10度 の北京で も暖房 もないまま,黙 々と勉強 を している。
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